
科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓薬剤師歴43年（保健所・病院勤務薬剤師、松山大学薬学部臨床薬学教授）
実務経験のある教員による

授業科目

１）公衆衛生       公衆衛生まとめ（練習問題）
２）感染症総論    感染症に関する前期総まとめ（１）

１）公衆衛生       公衆衛生まとめ（練習問題解説）
２）感染症総論    感染症に関する前期総まとめ（２）        前期試験

評価方法

１）公衆衛生
定期試験(前期）を実施し、授業態度や出席状況を考慮して成績を評価する。

教科書
教材など

出版社：公益社団法人　日本理容美容教育センター発行　書名：衛生管理
講義で使用するパワーポイント資料、公衆衛生の練習問題と解説

１）公衆衛生       公衆衛生に関する基本問題の解説
２）感染症総論    感染症に関する基本問題の解説

１）公衆衛生　　　 公衆衛生発展の歴史　欧米と我が国の公衆衛生の歩み
２）感染症総論　　疾病の歴史

１）公衆衛生　　　 公衆衛生発展の歴史　消毒法の歴史
２）感染症総論　　感染症発見の歴史

１）公衆衛生       理容師・美容師と公衆衛生
２）感染症総論　　感染症と法律

１）公衆衛生       保健所と理容業・美容業
２）感染症総論    感染症の分類方法と感染経路

１）公衆衛生       保健：母子保健
２）感染症総論    病原微生物の種類、形・大きさ、構造について

１）公衆衛生       保健：成人・高齢者保健（1）平均寿命・死亡率等
２）感染症総論    微生物の増殖と環境の影響保健：成人・高齢者保健（1）平均寿命・死亡率等

１）公衆衛生       保健：成人・高齢者保健（2）健康増進対策等
２）感染症総論    微生物の病原性と人体の感受性

１）公衆衛生       保健：成人・高齢者保健（3）がん・循環器疾患等
２）感染症総論    常在細菌叢、免疫と予防接種

１）公衆衛生       保健：精神保健（1）
２）感染症総論    感染症発症の要因

１）公衆衛生       保健：精神保健（2）
２）感染症総論    感染予防の３原則

１）公衆衛生       公衆衛生に関する基本問題
２）感染症総論    感染症に関する基本問題

１）公衆衛生　　　 公衆衛生の概要：オリエンテーション、公衆衛生の意義と課題
２）感染症第1章　感染症の総論：オリエンテーション、人と感染症

2026年度 授業計画（シラバス）
衛生管理Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

難波 弘行 必修

授業概要
・

授業内容

【公衆衛生】公衆衛生及び保健の基礎的な学びを通してその意義と目的を理解する。関連して具体的な生活習慣病やその予防
法も学ぶ。理容師・美容師等の日常業務に生かせるようスキルを深める。
【感染症総論】微生物学の発展の歴史を通し、感染症の法律的な分類や原因となる病原微生物の種類、構造、成分を学習す
る。病原微生物の感染経路や予防対策、免疫の仕組や予防接種の効果等の理解を深める。
授業は講義形式で行い、単元ごとにまとめたものをパワーポイントを使用して行う。学生には重要点をレポートにまとめて知識を
深めてもらう。また、前期末には試験を実施する。

到達目標

１）公衆衛生
・公衆衛生と健康との関連性が理解出来る。・生活習慣病や感染症の病態と予防対策の重要性が理解できる。
・理容師、美容師等が授業を通して社会の責任ある役割を担う業務であることが理解出来る。
２）感染症総論
・病原微生物の種類を理解し感染症法における法的な分類、感染経路や予防対策を理解し日常生活に生かせるようにする。・
理容師・美容師業務への感染対策に関心を深め、実践的な行動がとれるようにする。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年後期 単位数 0.5単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓医療法人にて看護師として看護業務の現場経験あり
実務経験のある教員による

授業科目

＜衛生害虫とネズミ＞
感染症・不快感の元になる衛生害虫の種類と駆除

＜衛生害虫とネズミ＞ネズミの被害・繁殖力・駆除
＜環境保全＞環境保全と環境基準（水・温度・排水）・後期試験

評価方法

定期試験(後期）を実施し、授業態度やレポート、出席状況を考慮して成績を評価する。
※期末試験(小テスト含む)(７０%)・提出物(リアクションペーパー)(２０%)・課題や学習態度(１０%)

教科書
教材など

出版社：公益社団法人　日本理容美容教育センター発行　書名：衛生管理
テキスト(レポート用紙)、新聞記事、環境白書、環境汚染と健康問題の記事

＜上下水道と廃棄物＞
一般廃棄物と産業廃棄物・ゴミ処理の課題　　・美容室で出た毛髪の廃棄方法

〈環境に対する人間の適応〉
人を取り巻く環境要因と環境衛生。

〈環境汚染と健康〉
環境衛生活動についてとその目的・意義。

〈環境基本法について〉
社会生活と環境の悪化防止と環境衛生学の進歩。

〈空気環境〉
国連気候変動会議（COP30）について。  ・空気環境と健康。

〈空気環境〉
空気中の微生物について。　　・温熱環境と健康。

〈空気環境〉
温熱指標について。・温熱環境と人体反応。・小テスト

〈衣服・住居の衛生〉
人の健康を維持する衣食住。

〈衣服・住居の衛生〉
①体温調節　②身体保護　③身体の清潔保持　④装飾・礼儀　⑤加工処理

〈衣服・住居の衛生〉
屋内の諸条件・採光と照明

〈衣服・住居の衛生〉
換気の目的・換気量・自然換気と機械換気・冷房と暖房

＜上下水道と廃棄物＞
大切な水について・上水道・水道水の供給　　・下水道と処理後の検査項目・下水道法

〈環境衛生の概要〉
環境と人間の生命・生活の関係。

2026年度 授業計画（シラバス）
衛生管理Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

川上 道子 必修

授業概要
・

授業内容

環境衛生の意義と目的を美容の業務と関連付けながら具体的に理解させる。
この授業では、環境が自然や人々の健康に及ぼす影響を知り、社会の一員として、特に美容師としてお客様の快適な利用のた
めにも、適切に行動できるように学習する。質問には丁寧に応えるので、積極的に質問してほしい。後期末には試験を実施す
る。

到達目標

①環境衛生の概要を理解する。
②空気環境について知る。
③衣服・住居の衛生について知り、自分たちの環境と比較してみる。
④上・下水道と廃棄物について理解する。
⑤衛生害虫とネズミについて知り、環境保全について考える。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 1単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

・出版社：公益社団法人・日本理容美容教育センター　書名：保健

薬剤師 学校薬剤師 認知症カフェ講師 シニアスクール講師 介護認定審査
委員 岡山県災害薬事コーディネーター

実務経験のある教員による
授業科目

＜第５章　感覚器系＞
５項　嗅覚　６項　皮膚感覚

＜第９章　消化器系＞
４項　消化管と物質代謝

・前期のまとめ
・前期試験

・後期のまとめ
・後期試験

評価方法

前期、後期、中間に確認テストを実施　(それぞれ５０％)
前期試験、後期試験をそれぞれ５０%とし、前期、後期それぞれトータルで１００％として、期ごと点数算出。
授業態度、出席状況を加　味して、最終１００点満点で評価を決める。
※授業中の私語、飲食、スマホの使用等、授業進行妨害や他学生への迷惑行為等は減点または無評価とする。

＜第４章　神経系＞
３項　末梢神経系とそのはたらき

＜第９章　消化器系＞
１項　消化器系のあらまし

＜第５章　感覚器系＞
１項　視覚  ２項　聴覚

＜第９章　消化器系＞
２項　消化管の仕組み

＜第５章　感覚器系＞
３項　平衡感覚   ４項　味覚

＜第９章　消化器系＞
３項　消化管のはたらき

＜第３章　筋系＞
３項　表情筋と表情運動

＜第８章　呼吸器系＞
２項　気道

＜第４章　神経系＞
１項　神経系の成り立ち

＜第８章　呼吸器系＞
３項　肺の仕組みとガス交換

＜第４章　神経系＞
２項　中枢神経系とそのはたらき

＜第８章　呼吸器系＞
４項　呼吸運動

＜第２章　骨格器系＞
３項　骨格器系とそのはたらき

＜第７章　循環器系＞
３項　血液の循環経路

＜第３章　筋系＞
１項　筋の種類と特徴

＜第７章　循環器系＞
４項　リンパ管系の仕組みとはたらき

＜第３章　筋系＞
２項　主な骨格筋とそのはたらき

＜第８章　呼吸器系＞
１項　呼吸器系のあらまし

＜第１章　頭部、顔部、頸部の体表解剖学＞
２項　頭頸部の体表解剖学

＜第６章　血液と免疫系＞
３項　アレルギー

＜第２章　骨格器系＞
１項　骨の種類と構造

＜第７章　循環器系＞
１項　心臓のあらまし

＜第２章　骨格器系＞
２項　骨の連結

＜第７章　循環器系＞
２項　血液循環の仕組み

＜第１章　頭部、顔部、頸部の体表解剖学＞
１項　人体各部の名称

＜第６章　血液と免疫系＞
１項　血液のあらまし　２項　免疫のあらまし

2026年度 授業計画（シラバス）
保健Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

北村 正人 必修

授業概要
・

授業内容

国家試験項目、保健のテキスト解説と国家試験対策

到達目標

テキスト 第１編 人体の構造及び機能 の履修

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 1単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

・出版社：日本理容美容教育センター　書名：香粧品化学
・講師作成プリント

株式会社　毛髪クリニックリーブ２１
実務経験のある教員による

授業科目

前期復習 後期復習

前期復習 後期復習

評価方法

定期試験を実施し、出席状況、授業態度を考慮して成績を評価する。
※評価目安：定期試験６０％、授業態度や出席４０％

有機合成色素 後期復習

５　天然色素 後期復習

７節　香料 後期復習

２界面活性剤の種類 ２編　香粧品総論
１章　スキンケア製品

５節　高分子化合物
１高分子化合物と特性

２節　クレンジング用香粧品

６節　色材 ３節　コンディショニング用香粧品概論

２節　水と親水性溶媒 その他機能性配合原料

２節　油性原料 １０節　雑貨原料

４節　界面活性剤
１界面活性剤の基本的性質

ネイル、まつ毛エクステンション用材料

２章１節　香粧品を使用する際に気を付けるべきこ
と

同上復習

３節　香粧品の安全性と安定性 ２香粧品配合成分が与える機能

３章　香粧品の成り立ち
１節　香粧品の成り立ち

同上復習

１篇　１章　香粧品概論
１節　香粧品の社会的意義

８節　その他配合成分
１香粧品原料の品質保持に用いられる配合成分

2026年度 授業計画（シラバス）
香粧品化学Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

仁井名 由記 必修

授業概要
・

授業内容

香粧品の原料や配合などの成り立ち、性状、使用目的のほか、どのような薬品が香粧品に属するのか、その定義、社会的意義
や特性、法的な根拠、製品の安定性について学習していく。

授業は講義形式で単元ごとに確認テストを行い、理解度を確認しながら勧めていく授業である。

到達目標

美容師として必要な薬品の知識を学ぶことにより、お客様に提供する際の説明ができることや国家試験合格を目標にして、そこ
にたどり着くための忍耐力を養う。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

出版社：公益社団法人　日本理容美容教育センター　　書名：文化論

実務経験のある教員による
授業科目

【講義】第４章 (西洋編）第６節　近世（１７世紀）
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ①

【講義】第３章（日本編）第２節　古代 ②－１
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑯

【講義】第４章 (西洋編）第７節　近世（１８世紀）
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ②

【講義】第３章（日本編）第2節　古代 ②－２
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑰

評価方法

・定期試験（前期・後期）を実施し、実技作品・提出物・授業態度・出席状況などを加味して評価
・【評価の目安】定期試験（４０％）実技得点（４０％）提出物（１０％）授業態度・出席状況（１０％）

【講義】第４章 (西洋編）第２節② ・第３節
【実習】デザインコンテスト用作品制作③

【講義】第３章（日本編）第１節　縄文～①
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑬

【講義】第４章 (西洋編）第４節（中世ヨーロッパ)
【実習】デザインコンテスト用作品制作④

【講義】第３章（日本編）第１節　縄文～②③
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑭

【講義】第４章 (西洋編）第５節　近世（１６世紀）
【実習】デザインコンテスト用作品制作⑤

【講義】第３章（日本編）第２節　古代①
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑮

【講義】第２章　第４節（現代の理・美容業 ①）
【実習】デザインコンテスト用下絵制作③

【講義】第４章 (西洋編）第１４節　現代⑤
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑩

【講義】第２章　第４節（現代の理・美容業 ②）
【実習】デザインコンテスト用作品制作①

【講義】第４章 (西洋編）第１５節　現代⑥
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑪

【講義】第４章 (西洋編）第１節・ 第２節①
【実習】デザインコンテスト用作品制作②

【講義】第４章 (西洋編）第１６節　現代⑦
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑫

【講義】第２章　第３節（近代の理・美容業 ①②）
【実習】顔のデッサン②

【講義】第４章 (西洋編）第１１節　現代②
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑦

【講義】第２章　第３節（近代の理・美容業 ③④）
【実習】デザインコンテスト用下絵制作①

【講義】第４章 (西洋編）第１２節　現代③
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑧

【講義】第２章　第３節（近代の理・美容業 ④）
【実習】デザインコンテスト用下絵制作②

【講義】第４章 (西洋編）第１３節　現代④
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑨

【講義】第１章　第１節（総論）
【実習】手のデッサン①

【講義】第４章 (西洋編）第８節　近代②
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ④

【講義】第２章　第１節（理容業・美容業の登場）
【実習】手のデッサン②

【講義】第４章 (西洋編）第９節　近代（１９世紀）
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑤

【講義】第２章　第２節（江戸時代の理・美容業）
【実習】顔のデッサン①

【講義】第４章 (西洋編）第10節　現代①
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ⑥

オリエンテーション 【講義】第４章 (西洋編）第８節　近代①
【実習】次年度デザインコンテスト用作品制作 ③

2026年度 授業計画（シラバス）
文化論Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

西村 直昭 必修

授業概要
・

授業内容

西洋及び日本のファッション文化を学び、ヘアースタイル、メイク、ファッション等の知識を深めるとともに、ヘアーデザイン画の技術を身に付け
る。

講義はパワーポイントでテキスト、写真、映像などを見ながら行い、実技はヘアーデザイン画を制作する。

到達目標

日本及び西洋のファッション文化についての変遷を学び、美容師としての基礎的知識を身に付けるとともに、ヘアーデザイン画の技能を習得
する。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2.5単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

出版社：公益社団法人　日本理容美容教育センター出版　書名：美容技術理論Ⅰ
出版社：日本ヘアケアマイスター協会出版　書名：ヘアケアマイスターブック
視聴覚教材：プロジェクター（パワーポイント）

松井：美容師歴１７年　髙田：美容師歴４年　白神：６年
実務経験のある教員による

授業科目

２章　シャンプーイング⑬
【ヘアケアマイスター】過去問練習①

７章　ヘアカラーリング①
【ヘアケアマイスター】復習及び小テスト

２章　シャンプーイング⑭
【ヘアケアマイスター】過去問練習②

７章　ヘアカラーリング②
【ヘアケアマイスター】復習及び小テスト

評価方法

定期試験を実施し、授業内で小テスト・授業時にまとめたノートの提出、授業態度や出席状況を考慮して成績を評価
する。
※評価の目安：定期試験（７０％）・小テスト（１０％）・提出物（１０％）・授業態度と出席（１０％）

２章　シャンプーイング⑨
【ヘアケアマイスター】第３章：ｐH（ペーハー）

５章　パーマネントウエービング②
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論⑤

２章　シャンプーイング⑩
【ヘアケアマイスター】第１～２章：前半の復習

６章　ヘアセッティング①
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論⑥

２章　シャンプーイング⑪
【ヘアケアマイスター】第３章：シャンプー剤

６章　ヘアセッティング②
【ヘアケアマイスター】第７章復習・小テスト

２章　シャンプーイング⑥
【ヘアケアマイスター】第３章：界面活性剤の基礎

４章　ヘアカッティング⑤
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論②

２章　シャンプーイング⑦
【ヘアケアマイスター】第３章：界面活性剤の基本

4章　ヘアカッティング⑥
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論③

２章　シャンプーイング⑧
【ヘアケアマイスター】第３章：トリートメント剤

５章　パーマネントウエービング①
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論④

２章　シャンプーイング③
【ヘアケアマイスター】第１章：ダメージの仕組み

４章　ヘアカッティング②
【ヘアケアマイスター】第６章：ヘアカラー⑤

２章　シャンプーイング④
【ヘアケアマイスター】第２章：視診・触診

４章　ヘアカッティング③
【ヘアケアマイスター】第６章：復習及び小テスト

２章　シャンプーイング⑤
【ヘアケアマイスター】第２章：カウンセリング

４章　ヘアカッティング④
【ヘアケアマイスター】第７章：パーマ理論①

１章　美容用具①（道具、器具、機械について）
【ヘアケアマイスター】第１章：タンパク質と結合

３章　ヘアデザイン②
【ヘアケアマイスター】第６章：ヘアカラー②

２章　シャンプーイング①
【ヘアケアマイスター】第１章：メラニン色素

３章　ヘアデザイン③
【ヘアケアマイスター】第６章：ヘアカラー③

2章　シャンプーイング②
【ヘアケアマイスター】第１章：ヘアサイクル

４章　ヘアカッティング①
【ヘアケアマイスター】第６章：ヘアカラー④

序章：技術と理論（人体・頭部の名称）
【ヘアケアマイスター】第１章：毛髪の基礎構造

３章　ヘアデザイン①
【ヘアケアマイスター】第６章：ヘアカラー①

2026年度 授業計画（シラバス）
美容技術理論Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

髙田 勝之、松井 隆、白神 健一 必修

授業概要
・

授業内容

美容技術はそれぞれ技術の裏付けとなる根拠があり、その理論や薬剤の取扱い等の説明をし理解させると同時に、技術の方法や注意点な
ども合わせ習得をしやすいように理解させる。提出物や小テストにより理解度を確認し、クラス全体の知識を高める。
【ヘアケアマイスター】毛髪化学やカウンセリング、ヘアカラー及びパーマの化学的メカニズムを学ぶ事を目的としており、授業を通して知識の
習得にとどまらず、「薬剤の選定方法」や「トラブルがおきるのか」を論理的に説明できるように知識を習得する。

到達目標

１年次は美容実習及び国家試験実技を習得する上で必要とされている理論を教えにることを一つの目標としている。また、美容師国家試験
筆記課題でもあるため十分な理論の知識を深めことで、美容技術理論の必要性を理解されることを目標にする。
【ヘアケアマイスター】
毛髪構造等を正しく理解することで、ヘアカラー等の主成分が毛髪に及ぼす化学反応が理解できること。
毛髪診断を実施できるまでの知識を習得する事で、髪質に合わせたヘアケア剤を説明できるようにする。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 16単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

公益社団法人　日本理容美容教育センター発行  　書名：美容技術理論Ⅰ・Ⅱ
公益社団法人　日本理容美容教育センター発行　　書名：美容師実技試験課題（技術の解説）」
プロジェクター（パワーポイント使用）

松井：美容師歴１７年　髙田：美容師歴４年
実務経験のある教員による

授業科目

【ワインディング】全体の収まり及び巻き時間の短縮
【シャンプー】ヘッドスパ実習①

【ワインディング】全頭のタイムアップ（２０分）
【オールウェーブ】構成の理解・タイムアップ

【ワインディング】前期試験(全頭30分)
【シャンプー】ヘッドスパ実習②

【ワインディング】後期試験(20分)
【オールウェーブ】後期試験(40分)

評価方法

授業内で定期試験を実施し、授業内では実技及び衛生チェックの小テスト、授業態度や出席状況を考慮して成績を
評価する。
※評価目安：定期試験（８０％）・実技及び衛生チェックの小テスト（１０％）・授業態度や出席（１０％）

【ワインディング】構成の理解⑦左バックサイド
【シャンプー】トリートメント実習③

【オールウェーブ】第７線目クロッキノールカール
【シャンプー】総合検定

【ワインディング】構成の理解⑧左サイド
【シャンプ】トリートメント実習④

【ワインディング】全頭のタイムアップ(20分)
【オールウェーブ】構成の理解・タイムアップ

【ワインディング】構成の理解⑨全体の収まり
【シャンプー】トリートメント検定

【ワインディング】全頭のタイムアップ（２０分）
【オールウェーブ】構成の理解・タイムアップ

【ワインディング】構成を理解④・フロント
【シャンプー】カウンセリング・シャンプー検定

【オールウェーブ】第４・５線リフトカール
【シャンプー】カウンセリング実習②

【ワインディング】構成の理解⑤右バックサイド
【シャンプー】トリートメント実習①

【オールウェーブ】第４・５線目リフトカール
【シャンプー】週２時間実施

【ワインディング】構成の理解⑥右サイド
【シャンプー】トリートメント実習②

【オールウェーブ】第６線目メイポールカール
【シャンプー】総合検定前実習

【ワインディング】構成の理解①センター
【シャンプー】シャンプー＆カウンセリング実習①

【オールウェーブ】ウェーブの構成の理解①
【シャンプー】カウンセリング講義①

【ワインディング】構成の理解②センター
【シャンプー】シャンプー＆カウンセリング実習②

【オールウェーブ】ウェーブの構成の理解②
【シャンプー】カウンセリング講義②

【ワインディング】構成の理解③フロント
【シャンプー】シャンプー＆カウンセリング実習③

【オールウェーブ】第1・3線スカルプチュアカール
【シャンプー】カウンセリング実習①

【ワインディング】ブロッキングの正確性
【シャンプー】バックシャンプー基礎②

【オールウェーブ】ウイッグ作成（パーマ）
【シャンプー】ヘッドスパ実習④

【ワインディング】上巻き習得
【シャンプー】バックシャンプー基礎③

【オールウェーブ】ウィッグ作成（根殺し）
【シャンプー】ヘッドスパ実習⑤

【ワインディング】下巻き習得
【シャンプー】バックシャンプー応用

【オールウェーブ】フィンガーウェーブ
【シャンプー】ヘッドスパ検定

【ワインディング】ブロッキングの理解
【シャンプー】バックシャンプー基礎①

【オールウェーブ】ウイッグ作成(カット)
【シャンプー】ヘッドスパ実習③

2026年度 授業計画（シラバス）
美容実習Ⅰ ヘアビューティ学科 校内実習

髙田 勝之、松井 隆 必修

授業概要
・

授業内容

・美容技術を行う上で必要な基本姿勢や用具類の取り扱いを理解させ、国家試験課題の技術条件に沿って
　練習を行う。
・授業は主に実技演習で、授業により講義で各技術ごとに教科書、パワーポイントを使用して説明をする。
・実技では、デモンストレーションをすることで実際の動きを理解させる。
・美容師国家試験課題で課題作成時間が決まっているものは、実技の小テストや定期テストを実施し、目標を
　達成できるようにさせる。

到達目標

国家試験課題である「ワインデイング」「オールウェーブセッテイング」の技術の条件を理解し、決められた課題作成時間内にできるようにす
る。また、実技試験における衛生上の取り扱いについても理解することで美容師国家試験（実技）の合格を目指す。

サロンワークで必要な基本的なテクニックや知識を「カット」「セットアップ」「カラーリング」「シャンプー」などの実習を通じて身に付ける。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

一搬社団法人ＪＭＡ（日本メイクアップ技術検定協会）ＭＥＫＥＵＰ　ＴＥＣＨＮＩＱＵＥＣＥＲＴＩＦＩＣＡＴＩＯＮＥＸＡＭＩＮＡＴＩＯ
Ｎ

美容師歴：３年
実務経験のある教員による

授業科目

【実技】前期試験練習
ポイントクレンジング～フェイスパウダー３０分

【実技】後期試験対策②
スキンケア～チークメイクアップ４５分

【実技】前期試験実技
ポイントクレンジング～フェイスパウダー３０分

【実技】後期試験
スキンケア～チークメイクアップ４５分

評価方法

定期試験の実技は授業中に、学科は授業外で実施し、授業態度や出席状況及びノート提出を考慮して成績を評価
する。
※評価目安：毎時間の授業態度や出席及びノート提出（２０％）授業中の技術チェツク（４０％）定期試験（４０％）

【実技】
スキンケア・メイクアップテクニック確認②

【実技】スキンケアテクニック復習⑨
メイクアップテクニック⑧

【実技】
スキンケア・メイクアップテクニック確認③

【実技】スキンケアテクニック復習⑩
メイクアップテクニック⑨

【実技】
スキンケア・メイクアップテクニック確認④

【実技】後期試験対策①
スキンケア～チークメイクアップ４５分

【実技】スキンケアテクニック④
メイクアップテクニック①

【実技】スキンケアテクニック復習⑦
メイクアップテクニック⑤

【実技】スキンケアテクニック⑤
メイクアップテクニック②

【実技】スキンケアテクニック復習⑧
メイクアップテクニック⑥

【実技】
スキンケア・メイクアップテクニック確認①

【座学】メイクアップデザイン・パーツの位置
【実技】メイクアップテクニック⑦

【座学】シグネチャーメソッド②
【実技】実技道具の準備・スキンケアテクニック①

【座学】道具の準備
ハードフォーミュラ（アイブローペンシル）を削る

【座学】メイクアップコンセプト・テクニック
【実技】スタンス確認・スキンケアテクニック②

【実技】スキンケアテクニック復習⑤
メイクアップテクニック③

【座学】シグネチャーメソッドメイクアップテクニック
【実技】スタンス確認・スキンケアテクニック③

【実技】スキンケアテクニック復習⑥
メイクアップテクニック④

【座学】使用する化粧品の目的及び特徴
メイクボックスの道具確認

【座学】シグネチャーメソッド③
【実技】スキンケアテクニック復習②

【座学】基本知識(顔の成り立ちなど)
【実技】実技道具の準備

【実技】スキンケアテクニック復習③
メイクアップテクニック①

【座学】シグネチャーメソッド①
【実技】実技道具の準備

【実技】スキンケアテクニック復習④
メイクアップテクニック②

【座学】化粧品の定義・化粧品の位置づけ
メイクボックスの道具確認

【座学】メイクアップ化粧品の分類
【実技】スキンケアテクニック復習①

2026年度 授業計画（シラバス）
サロンワークAⅠ ヘアビューティ学科 校内実習

守谷 志妃 必修

授業概要
・

授業内容

美容師として仕事の幅を広げるために必要なメイク技術の理解を深めることで、ヘア＆メイクのトータル的なデザインに繋げることができる基
礎知識を学ぶ授業である。

授業方法は主に実技形式で、実践的な相モデルで授業を実施し、また講義では基本的な道具の使用方法や持ち方などを徹底的に指導する
と共に、メイクに必要な色のもつバリェーションを理解させる。

到達目標

一搬社団法人JMA　シュウウエムラメイクアップ技術検定取得に向け実践的に役立つ授業を行うことで美容師として、お客様にメイクのアドバ
イスをできるように指導する。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 2単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

出版社：日本理美容教育センター　書名：まつ毛エクステンション
出版社：新美容出版　書名：SHINBIYO

アイリスト歴12年・シェービニスト歴3年・ジャパンアイリストカレッジ岡山校認
定講師・サロン経営

実務経験のある教員による
授業科目

総復習および注意点の確認
実技：苦手技術の強化、試験対策

カット基礎③
グラデーションボブスタイル

まとめ、実技試験および筆記試験
実技：最終実技試験（デザイン装着）

カット基礎④
レイヤー・セイムレイヤースタイル

評価方法

＜前期＞
実技試験（授業内）・筆記試験・プリント提出・授業態度・出席状況を考慮して成績を評価する。
＜後期＞
授業態度や出席率又、授業中に実施するテスト(レポート提出含む)の総合評価とする。

デザイン作成②（セクシー・ボリューム系）
実技：デザイン装着（バランス重視）

ヘアアレンジ応用④
夜会巻き

デザイン作成の復習（装着バランスの確認）
実技：左右差の調整、仕上がり確認

カット基礎①
シザーの使い方

デザイン提案と装着実習
実技：カウンセリング→装着まで通し練習

カット基礎②
ワンレングススタイル

施術前後の注意点、アフターケア
実技：つけま使用装着練習（向きなども意識する）

ヘアアレンジ応用①
アップスタイル・ポニーテールスタイル

衛生管理・皮膚トラブル・対応、施術の流れ
実技：カウンセリング〜装着までの流れ練習

ヘアアレンジ応用②
ハーフアップスタイル

デザイン作成①（ナチュラル・キュート系）
実技：デザインを意識した装着

ヘアアレンジ応用③
編み下し・ダウンスタイル

道具の取り扱い②（人工毛・グルーの基礎など）
実技：掻き分け練習、基本の装着練習など

ヘアアレンジ基礎③
結び方(一束・くるりんぱ・各種編み込み)

道具の取り扱い③（テープワーク、装着の基本）
実技：テープワーク・装着本数を増やす練習

ヘアアレンジ基礎④
毛束の引き出し・ほぐし方

道具の取り扱い④（オフ・リムーブ・クレンジング）
実技：前回のつけまオフ→再装着

ヘアアレンジ基礎⑤
各種ピン留めのやり方

基礎知識、トラブル説明、地まつ毛の基礎
実技：エクステを掴んでテープに貼る練習

校外実習先を決めるためのサロンガイダンス②
パーマのヘルプ・カラー剤の調合のやり方

カウンセリングの基礎、まつ毛の診断
実技：カウンセリングロールプレイ

ヘアアレンジ基礎①
道具の使い方・土台作り・ブロッキング

道具の取り扱い①（ツイザー操作・基本動作）
実技：掻き分けの練習

ヘアアレンジ基礎②
ホットカーラー・ヘアアイロンの使い方

オリエンテーション、用具の説明
実技：ツイザーの持ち方

校外実習先を決めるためのサロンガイダンス①
校外実習の目的の理解・サロン内での動き方

2026年度 授業計画（シラバス）
サロンワークB ヘアビューティ学科 校内実習

松井 隆、髙田 勝之、池本 智絵 必修

授業概要
・

授業内容

＜前期＞
授業は主にウィッグを使用し、教科書に基づいた基礎的な知識と技術を習得する。基礎から段階的に学びながら、正しい施術方法と安全面
への理解を深め、実践的な技術の習得を目指す。
＜後期＞
授業は主にウィッグを使用し、サロンワークを行う上で必要なヘアアレンジとカットの基礎技術を学ぶ。校外実習に向けて、サロンの中で自主
的に動くことができるように実践的な流れを把握する。

到達目標

＜前期＞
・基礎知識と基本技術の習得・安全で正しい施術方法の理解
・ウィッグを用いた装着技術の向上
＜後期＞
・カットやヘアアレンジの原理を理解し、基本技術を習得する。
・美容師アシスタントに必要なスキルを身に付ける。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 1単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

出版社：株式会社ビービーコム　書名：毛髪科学を知る及び毛髪のひみつ
出版社：公益社団法人日本理容・美容教育センター　書名：香粧品化学

実務経験のある教員による
授業科目

前期復習 レポート

テスト レポート

評価方法

中間試験を実施し、課題、出席状況、授業態度を考慮して成績を評価する。
評価目安：　中間テストまたは課題：５０％　授業態度や出席：５０％

ケラチン 毛髪診断　実習

前期復習 レポート

前期復習 毛髪診断　実習

物質の変化と化学反応 レポート

酸化・還元 毛髪診断　実習

たんぱく質 レポート

物質の構５ 毛髪診断　実習

溶解とコロイド レポート

酸と塩基の定義と強弱 毛髪診断　実習

ヘアサイクルとは 脱毛の原因２

ケラチンは丈夫なたんぱく質 脱毛の原因３

物質の構成１ 脱毛の原因４

毛髪の基礎知識 脱毛の原因１

2026年度 授業計画（シラバス）
美容総合研究Ⅰ ヘアビューティ学科 演習

仁井名 由記 必修

授業概要
・

授業内容

毛髪の基礎知識を学ぶことで毛髪診断の必要性を理解させ、髪質に合ったヘアケア剤、薬剤の選定方法に役立て
る。
授業方法は講義形式を中心で授業によっては実験を交えて毛髪の理解を高める」ために毛髪診断を行い、頭皮の
観察、毛髪の診断を行う。

到達目標

美容師に必要な毛髪の取り扱っていくうえでの知識を習得し、就職してからお客様の頭皮から毛髪についての相談
に乗れるよう実践に役立てる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年前期 単位数 1単位 必修・選択

第１週

第２週

第３週

第４週

第５週

第６週

第７週

第８週

第９週

第１０週

第１１週

第１２週

第１３週

第１４週

第１５週

実務経験 ✓
バスガイド、企業研修、新人研修、アロマコーディネート講座、カウンセラー、
学校等講演会

実務経験のある教員による
授業科目

調整

調整◎インターンシップについて（補修）心構え、予約電話のかけ方（2コマ）御礼状の書き方（2コマ）
　　　◎接遇マナー検定対策（補修）前期テスト後（2コマ）

評価方法

出欠、遅刻、授業態度、身だしなみ、忘れ物、提出物、私語など前期テストと合わせて評価する。
※追試験は実施しない。

教科書
教材など

出版社：株式会社ウィネット　書名：美容師のための接客・接遇マナー

グループワーク（ロールプレイング）

笑顔の大切さ、姿勢、お辞儀、身だしなみ、発声練習

コミュニケーションゲーム、パーソナルスペース、教務室入退室

プレゼン（3回までの授業まとめ）

指示の受け方、報連相、職場の人間関係

アルバイト言葉、敬語の基本

敬語の基本

美容院でよく使う敬語

お客様とのコミュニケーションの取り方

接遇マナー検定対策

接遇マナー検定対策

グループワーク（ロールプレイング）

オリエンテーション（出欠、教材確認、授業ルール、この授業の心構え）

2026年度 授業計画（シラバス）
ビジネスマナー ヘアビューティ学科 講義

小林 葉子 必修

授業概要
・

授業内容

接遇マナーを基本とし、コミュニケーション、言葉遣い、所作などを学ぶ。
技術のみに偏らず、心を持って施術する大切さ、自分の仕事にプライドを持つ事をしっかり理解する。

出欠、授業態度、忘れ物、身だしなみ、私語などを重視し、前期テストもふまえて評価。
※追試なし

到達目標

人間力向上の基礎を理解し、時代の変化を感じながらも「心」を大切に出来る社会人になる。
美容師という仕事の素晴らしさを理解し、数少ない授業の中でも達成感を感じ、自信につなげる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 4単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験 ✓

教科書
教材など

カラーカード１99a

カラースクール主宰、色彩・パーソナルカラー講師28年
実務経験のある教員による

授業科目

色彩理論「配色とは②」、小テスト、配色実習②「配色と
ネイルデザイン」、グループ発表

後期試験対策①、対策プリント①実施「グループワークと
発表」

前期試験範囲説明と対策「対策プリント」実施、配色
カード実習、質疑応答と自習

後期試験対策②、対策プリント②実施、質疑応答と自習

評価方法

試験約６０％、出席率・授業態度約２０％、提出物約２０％
＊特に提出物、授業への取り組み姿勢、他者との協調性等を重視し評価する。

色彩理論今までの総復習、小テスト、季節感と色彩実
習②

配色理論復習、配色実習「クリスマスカード作成」

色彩理論「配色イメージ」、季節感と色彩実習「うちわ作
成」

色彩と五感「色と嗅覚の相関関係」、アロマテラピー体験
実習（サシェ作成）

色彩理論「配色とは①」、小テスト、配色実習①「配色と
ネイルデザイン」

混色復習、混色応用実習「パステルアート作成」

色彩理論「混色とは①」、加法・減法混色実習 「サロンインテリア画」グループ発表②、ファッションとイン
テリア総合復習・小テスト

色彩理論「混色とは②」、前回復習と小テスト、減法混
色応用実習

配色理論復習、配色実習「スクラッチアート作成」

色彩理論「光と色、照明と色とは」、小テスト、季節感と
色彩実習①

色彩とエンターテイメント「色で観る映画」、レポート提出

色彩理論「PCCS①色相環とは」、色相環カード実習、小
テスト

前回復習、ファッションと配色実習②、グループ発表

色彩理論「PCCS②トーンとは」、トーンカード実習、小テ
スト

色彩理論「色彩とインテリア」、小テスト、「サロンインテリ
ア画」作成実習①

色彩理論「PSSC③トーン続き、今までの総復習」、総合
小テスト、配色実習

前回復習、「サロンインテリア画」作成実習②、グループ
発表①

グループワーク「機能的・情緒的色彩の役割」説明、実
施、発表①

色彩理論「色彩心理」、小テスト、色の意味をイメージす
る実習

グループワーク「機能的・情緒的色彩の役割」発表②、
色彩理論「色の働き、色の分類とは①」

色彩心理グループワーク「色の意味を表現する」、グ
ループ発表

色彩理論「色の分類②」、小テスト、色の分類実習「ゆ
かたの配色」、グループ発表

色彩理論「色彩とファッション」、小テスト、ファッションと
配色実習①

カリキュラム概要と目的・実習内容の説明・「ファッション
と色彩」動画視聴とグループワーク

前期試験ポイント振り返り、色彩理論「配色理論総合復
習とテスト」、配色実習

2026年度 授業計画（シラバス）
ヘアカラーコーディネートⅠ ヘアビューティ学科 講義

安井 敬子、森 香絵 必修

授業概要
・

授業内容

主に色彩検定３級程度の理論を学び、理論を習得する実践的な実習（個人・グループワーク）を行い、五感や感性を磨き、表現力を高める授
業である。

色彩理論の基礎を学び、理解を深めるための実習を通じて色彩感覚を身に着け、専門分野に活用できるよう、個人実習に加えグルーワーク
を行う。

到達目標

社会人として、また主に接客業に従事する人間として、基本的なあいさつ、人間関係構築力やコミュニケーション力を磨き高める。

色彩理論を表現する実習を通じて、色彩感覚に加え五感や感性を磨き、自己表現力を高め、自己理解や他者理解を深めることを目標として
いる。

授業計画・内容



科目名 学科名 授業方法

担当教員 学年・学期 1学年 単位数 3単位 必修・選択

第１週 第１６週

第２週 第１７週

第３週 第１８週

第４週 第１９週

第５週 第２０週

第６週 第２１週

第７週 第２２週

第８週 第２３週

第９週 第２４週

第１０週 第２５週

第１１週 第２６週

第１２週 第２７週

第１３週 第２８週

第１４週 第２９週

第１５週 第３０週

実務経験

教科書
教材など

・０から学ぶおしゃべり手話のテキストを利用する。
・テキストにQRコード入っているので通学上使える。
・毎回パワーポイントを利用する。
・講師作成プリント　・出版社　日本理容・美容教育センター　　書名：過去問題

実務経験のある教員による
授業科目

【手話】対面試験
【仁井名】前期復習

【仁井名】
後期復習

【手話】対面試験
【仁井名】前期復習

【仁井名】
後期復習

評価方法

【手話】
試験、出席状況、授業態度を考慮して、成績を評価する。
試験評価、読み取り４０点、表現４５点、出席１５点
【仁井名】
定期試験、出席状況、授業態度をい考慮して成績を評価する。
評価目安　定期試験４０％　授業態度６０％

【手話】学校と仕事
【仁井名】世界情勢２

【仁井名】
日本の歴史５

【手話】美容に関する単語＆ろう客との接客方法
【仁井名】世界情勢３

【仁井名】
日本の歴史６

【手話】読み取り試験
【仁井名】世界情勢４

【仁井名】
後期復習

【手話】交通＆地名
【仁井名】日本国憲法３

【仁井名】
日本の歴史２

【手話】交通＆地名２
【仁井名】日本国憲法４

【仁井名】
日本の歴史３

【手話】天気・自然
【仁井名】世界情勢１

【仁井名】
日本の歴史４

【手話】家族（だれ？何人？の使い方）
【仁井名】政治について（民主主義）

【仁井名】
世界情勢（朝鮮半島）３

【手話】趣味（何？好き？嫌い？の使い方）
【仁井名】日本国憲法１

【仁井名】
世界情勢（朝鮮半島）４

【手話】料理＆買い物（いくら？いくつ？使い方）
【仁井名】日本国憲法２

【仁井名】
日本の歴史１

【手話】自己紹介をしてみよう（あいさつと名前）
【仁井名】時事問題２

【仁井名】
長文読解２

【手話】ろう者とのコミュニケーション方法など
【仁井名】経済について（資本主義）

【仁井名】
世界情勢（朝鮮半島）１

【手話】指文字＆数字（２ケタ）＆時制
【仁井名】経済について（社会主義）

【仁井名】
世界情勢（朝鮮半島）２

【手話】手話の基礎知識
【仁井名】時事問題１

【仁井名】
長文読解１

2026年度 授業計画（シラバス）
一般教養Ⅰ ヘアビューティ学科 講義

仁井名 由記、中塚 志保、網浜 葉子 必修

授業概要
・

授業内容

【手話】基本的な手話表現を取得し、日常生活や美容室などで簡単なコミュニケーションが図れるように学ぶ。授業方法は演習を交えて、生徒
が復習や反復で技術を身につけられるよう、また、主体的に取り組めるように学習を進める。手話歴史も一緒に学ぶ。
【仁井名】高校までに学習した政治・経済の仕組み、地理歴史の復習を行う。また、新聞の読み方などを通じて時事常識についても知識を深
めさせる。授業は学生の苦手としているところを把握し授業展開を行う。また国家試験筆記に対応できるように過去問をさんこうにして読み方
と解き方のポイントを教える。

到達目標

【手話】
聴覚障害や手話について理解を深め、日常生活や美容室などで聴覚障害者に対してスムーズな対応ができることが目標である。
【仁井名】
美容院に就職した時に、お客様とコミュニケーションを図る上で最低限知っておくべき、一般常識として世界情勢や日本の都道府県及び新聞
からの情報収集できるように教え今後に役立てられることを目指す。

授業計画・内容


